
日　　置　　市

【 成2 】

実　施　報　告　書
日置市男 共同参画基本計画



評価項目

評価基準

１次評価・２次評価について

№

1

評 価 す る 項 目

2

3

4

5

6

7

8

拥議会等のメンバー選考や市 の意 を く場が、一方の性 に拘ら 、また 性や拊者、 がいのある
人など多様なメンバーで構成するように努めた。

事業対象者を める は、性 による 定的な 分担意 に基づく慣 にとらわれることなく、近 の家
族形態や生活スタイルの多様化を考慮するよう努めた。

事業を実施する 、男性 性どちらでも参加・ 用しやすいような実施環境（日時や託児、情報提供
等）に配慮するよう努めた。

事業を企画・実施する 、男 のニーズの いに配慮し、性 に対する 定観 が されないよう、また
性 に基づく を助 することがないように努めた。

事業を実施する 、関係者（外部の人や委託 など）に対して、男 共 参画の推進に を及ぼす
事項に対して配慮を うよう要 した。

事業の対象者に対して、市や県、関係機関などが実施する男 共 参画に関する研修や男 共 参画
に関する事業等への参加を促すよう努めた。

事業の対象者に対して、アンケート調査や意 交換等を い、男 共 参画の意 についての現状把握
を った。

事業を広報した （案内文 、資 を作成、広報 、ホームページ作成等）、性 による 定観 が
まれていないか、また 定的性 分担意 を助 するような内容になっていないか、DVやセクハラなど
人権問題に抵触していないかなどに注意した。

各課より提出された事業について評価を検討。複数の課にまたがる事業や一次評価されなかった事業に
ついて評価を実施。

十分配慮できている。　　

十分とは言えないが、ほぼ配慮できている。　　

どちらかというと配慮できている。

A

B

C

D

E

F

どちらかと言うと、もう少し配慮が必要である。

ま 配慮は勘十分である。

該当なし

1次評価

2次評価

各事業を評価基準により評価を実施。各課より選出されたワーキンググループ委員がとりまとめて、企画
課へ提出。
評価基準が『F』のものについては、一次評価評価対象外。
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1次
評価

2次
評価

C C

B B

－ C

－ C

C C

B B

D D

1次
評価

2次
評価

B B

【基本目標Ⅰ】
◆人権尊重の視点に った男 等勪 の ◆
 【重点課題１】　性 による 的な 担勪 の

取

組

状

況

施策の方向:①　男 等に関する情報

施策の方向:②　性を する 習や社会制 の 直し

1

7

担 当 課

企画課

企画課

企画課

企画課

企画課

企画課

社会教育課

事 業 内 容

パンフレット・ハンドブック等の作成・活用

「広報ひおき」の活用2

3

4

5

6

関連図 ・資 の 集及び提供

ホームページの活用

多様な情報提供の場の充実

男 共 参画 間における事業の実施

出前講座の充実

○【パンフレット・ハンドブック等の作成・活用】
　自治会 回 や関係施設、団体等へ配布する「日置市 性センター勨拦 より」に、男 共 参画に関する記事
や、 児勹県の男 共 参画 間事業の記事を掲載した。
日置市 性センターのポストカードを作成、 子健診等での配布や 性センター、庁 内に掲示し、 性センターの 用
促進を図った。

○【「広報ひおき」の活用】
　11 の「 性に対する (DV)をなくする運動」 間に、全 配布される「広報ひおき」を活用し、様々なハラスメント
の 解をとおして、DVの気づきと防止を目的に、DVの種 や内容を１０ に掲載し広く市 へ啓発した。

○【多様な情報提供の場の充実】
　県男 共 参画 間（7/25 7/31）等、県の 間事業を「 性センター より」に掲載、男 共 参画推進
会委員への情報提供、市職員向けの掲示板に掲示し事業の周知に努めた。

○【出前講座の充実】
　多様な市 の学習ニーズに応え、学習活動の活性化を図るため、基本メニューに われない、学習ニーズに応じた講座
のコーディネイトに努めた。 成29 においては、講師となる各課・職員と連携し、97講座を実施した。

8

取

組

状

況

○【 作成ガイドブックの作成】
　「 性センター より」の記事等において、性 に基づく 定観 にとらわれない表現を用いるように配慮した。

事 業 内 容 担 当 課

作成ガイドブックの作成 企画課
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1次
評価

2次
評価

B B

B B

取

組

状

況

○【男 共 参画フ ーラム・セミナーの計画及び開催】
　男 共 参画社会を形成するために地域や学校、 性センターでの各種セミナーやワークショップを開催　ワークショップ
5回開催　セミナー 2回開催

施策の方向:③　男 等勪 啓発事業の充実

【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】
○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

○№1『パンフレット・ハンドブック等の作成・活用』で、ポストカードは、市内事業所への訪問配付も取り組んでみた
らどうか。

○№７『出前講座の充実』で、『学習 ー に じた講座の ー ィネートに めた。』とあるが、市 の ー をど
のように把握しているのか。 性セン ーに関することも 題に上がっており、 性セン ーだよりの についても
課題である。

○重点課題１『性 による 的な 担勪 の 』で、社会教育課はＤ評価だが、その 社会教育課は
Ｄ評価が多いが、この評価の勪 が拖くわからない。

担 当 課

企画課9 男 共 参画フ ーラム・セミナーの計画及び開催

県男 共 参画センター基 講座の周知10 企画課

事 業 内 容
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1次
評価

2次
評価

B B

Ａ Ａ

Ａ Ａ

C C

B B

Ａ Ａ

Ａ Ａ

 【重点課題２】　拊い の男 等勪 づくりと教育の推進

取

組

状

況

○【技術・家庭科教育の充実】
　学校訪問，授業研究，各種研修会，各種調査等で各学校の取組状況を把握するとともに，家庭科等の授業で，
男 共 参画による家庭生活の り方等について確実に われるように指導した。
　※　取組状況の把握と指導
　　・学校訪問における授業参観
　　・学校教育についての実態調査
　中学校小規模校において，学校からの要望に応じて，県教育委員会と連携し，技術科・家庭科の非常勤講師を配
置した。
　※　中学校免許教科外担任解消のための非常勤講師の配置
　　・技術科・・・上市勵中・伊集院勾中・拋拼中
　　・家庭科・・・ 市勵中・伊集院勾中・日 中

○【生徒指導・進 指導の充実】
　市内商工会、各事業所団体、学校等から成るキャリア・スタートウィーク実 委員会を実施し、キャリア教育の充実を図
るとともに、進 指導担当者会での指導を通して、男 の に拠ら 一人一人に応じた進 指導の充実が図れるよう指
導した。また､各種研修会等を通して生命尊重・人権尊重の拹点を大 にした生徒指導について指導した。

○【体験活動の充実】
　ふるさと学 など 齢集団による活動を通じ、 人を思いやる心や生命を尊重する心、自 や しいものに感動する
心、正義感や公正さを重んじる心など児童生徒の豊かな心をはぐくむ活動を推進した。

15

16

学校への男 共 参画の出前講座の実施

子育てに関する教育の場への男性の参加

道徳教育の充実

11

事 業 内 容 担 当 課

技術・家庭科教育の充実

生徒指導・進 指導の充実

体験活動の充実 社会教育課

社会教育課・企
画課

社会教育課・学
校教育課

学校教育課・社
会教育課17

企画課

学校教育課

学校教育課

施策の方向:①　学校における男 等教育の推進

児童・生徒及び保護者への啓発パンフレットの作成

14

12

13
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1次
評価

2次
評価

B B

D D

D D

取

組

状

況

○【 子手帳・父子手帳の活用】
父子手帳交付数364　乳幼児健診にて父子手帳の活用法について説明（24会場）

○【家庭教育手帳の活用】
　家庭教育手帳に代わる家庭教育支援啓発リーフレットを活用し、各種研修会等において家庭教育の基本である「家族
みんなが しく ごすこと」について研修を い家庭教育の充実を図った。

○【家庭教育学級の活用】
　家庭教育学級を小・中学校ＰＴＡや幼稚園・保育園の保護者に委託し、子育てに勘安や みを つ保護者 が
学習を深め、仲間づくりをしながら家庭教育を進められるよう支援した。運営については保護者が中心となって運営委員会
を構成し、学習したいことを自ら企画するなど、 間を通して計画的、組織的に活動できた。

事 業 内 容

子手帳・父子手帳の活用

家庭教育手帳の活用

家庭教育学級の活用

18 健康保険課

20

担 当 課

○【子育てに関する教育の場への男性の参加】
　（社会教育課）
　父 が家庭での子育てに関わるとともに、地域で協 して子どもを育てるという拹点から、第３回「おやじサミット」を開催
するなど、父 の自発的な取組への支援を った。
　（学校教育課）
　道徳の時間を要として､全教育活動を通して道徳教育の充実を図った。
　※地区道徳教育研修会を伊集院小・伊集院中で開催し，地区内の全小・中学校から道徳教育担当者が参加し，
市教委からも事前の指導案への指導，当日の指導助言を った。

○【道徳教育の充実】
(社会教育課)
　基本的な生活習慣や道徳心などは、生活経験を重ねるにしたがって身に付いていくものであることから、「家の人に『おは
よう』のあいさつをする」「近所の人に出会ったとき、あいさつをする」など、「おひさま運動」の実践項目の推進を図った。・おひ
さま運動の4つの実践項目「おはようの声ひびく　思いやり育てる　やさしいまち」の実践として、早朝、駅前によるあいさつ運
動を った。また、教育委員会が主催する会議を中心に、会の 頭においておひさま運動の を い、あいさつ、規 な
ど道徳教育の基本を確認した。
　（学校教育課）
　道徳の時間を要として、基本的人権や男 等、男 共 参画社会に関する事項等について、全教育活動を通して
取り扱うよう指導した。
　※市の教育講演会では，県総合教育センターの研究主事を講師とし，約231人の教職員が参加

取

組

状

況

19

施策の方向:②　家庭における男 等教育の促進

社会教育課

社会教育課
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1次
評価

2次
評価

Ａ Ａ

B B

1次
評価

2次
評価

－ C

D D

D D

取

組

状

況

○【教職員研修の充実】
　各学校では、男 共 参画社会の 等について、校内研修の中で人権教育の一環として取り扱っている。 の男

共 参画 間における啓発の取組について拻 職研修会等で指導した。各種研修会等において、 の や発言・
発案について、性 に関わりなく の 性と能 を十分に発 し、児童生徒の健全な育成に努めるように指導した。

○【教職員拻 職への 性登用の促進】
　拻 職任用 験を受験できる 齢に した 望者については、所 学校 とも連携しながら、勦全な準備を った。
　※ 成29 拻 職任用 験　 性教職員3人が受験　 成３０ 人事 動において、 性拻 職は、校
２人（９％）、教頭８人（３５％）となった。

事 業 内 容

24

担 当 課

○【各種事業の開催日時等の配慮】
　男 共 参画 会（ 5回）、自治会活動研修会（ 6回）、地区公 館支援員会（ 12回）、地区公
館館 会、地区公 館主任会、ファシリテーション研究会　等

○【公 館講座の活用】
　地域に男 共 参画学習の取り組みを広 ていくため、地域の学習拠点である公 館において男 共 参画の拹点
に った社会制 や慣 の しを図る講座等を実施した。また、男性 教室を主催するなど、男 共 参画に配
慮した講座を実施した。

○【生涯学習情報の提供及びネットワークの整備】
　学校やＰＴＡ主催、子ども会等が主催する男 共 参画の拹点に った学習に対し、勞 の情報を提供するととも
に、ニーズに応じた講師をコーディネイトした。

取

組

状

況

23

施策の方向:③　教育関係者への啓発

施策の方向:④　生涯を通した学習活動の支援

21

22

学校教育課

学校教育課

教職員研修の充実

教職員拻 職への 性登用の促進

事 業 内 容

25

担 当 課

全課　配慮

社会教育課

社会教育課

各種事業の開催日時等の配慮

公 館講座の活用

生涯学習情報の提供及びネットワークの整備
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【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】
○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

○№12『技術・家庭科教育の充実について』の講師の配置の件、技術科、家庭科のそれぞれの非常勤先生の性
を教えてほしい。できれ 、技術科に 性、家庭科に男性がいた方が拖いのではないか。

○№12『技術・家庭科教育の充実』について、採用試験の際、技術については男性の方が絶対数が多くなるた
め、男 の はそこで まってしまうのが現状である。

○№14『体験学習の充実』の『 るさと学 』について、 はあると思うが、現在の子どもの生活の状況を把握し
て、それらを考慮して企画し、開催しているのか。

○№16『子育てに関する教育の場への男性の参加』の評価のなかで、『おやじサミット』とあるが、おやじサミットの
内 が み会であるという拨を聞く。 のない活動、本勵の趣旨にあった活動をしてもらいたい。

○№20『家庭教育学級の活用』で、Ｄ評価となっているが、家庭教育学級については保護者が中心となって運営
しているが、本市の出前講座の活用はとても有効なので、もっとつなげていけたら評価が変わってくるのではないか。

○№20『家庭教育学級の活用』で、『家庭教育学級を小・中学校ＰＴＡや幼稚園・保育園の保護者に委託し』と
あるが、家庭教育学級の中に地域の人々を加えて活動することはできないか。食の伝承をする場合、地域を巻き
込んだ方が活動しやすいのではないか。

○№21『教職員研修の充実』で、教職員研修の参加がＡ評価になっているが、目標値をクリアしたからＡ評価だ
と思うが、課題を った やその の課題が出ていないと、評価はどうなのかと じた。

○№21『教職員研修の充実』で、Ａ評価となっているが、市内の小中学校の評価だと思うが、各学校の取組状
況、全ての学校の課題を評価してＡ評価だと思う。

○№24『公 講座の活用』で『男性 教 を開催した』とあるが、参加した人たちが、男 共同参画の視点
を持っているかどうかは勘 であり、ここだけで をする（家庭で をしない）のであれ 、問題である。

○『拊い の男 等勪 づくりと教育の推進』については、問題が であり自 で ができるレ ルでは
ない。促進の方法が大事である。やはり社会教育課のＤ評価が気になる。
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1次
評価

2次
評価

Ａ Ａ

B B

Ａ Ａ

D D

取

組

状

況

 【重点課題３】　いのちと性の尊重

○【小・中学校における性に関する教育の充実（ 科・道徳・保健体育）】
　 科や道徳、保健体育の授業を中心に生命尊重や性に関する教育が推進された。また､学級活動の時間等､あら る
機会をとらえて生命尊重、性に関する指導を充実させた。全小中学校で、「性に関する指導」の全体計画を作成し、計画
的に指導した。
　・性に関する指導の校内全体計画の作成
　・１００％作成

○【教職員の性に関する教育の研修の充実】
　拻 職研修会や養護教諭等研修会等において、学校の研修計画の中にも性に関する指導の研修を位置付け、校内
研修等により、教職員の資質の向上を図るよう指導した。
　・拻 職研修会における保健 域の指導
　　校 研修会（５回）　教頭研修会（４回）
　・学校保健会・養護教諭部会の開催
　・学校保健・安全・ 科保健講習会への参加

○【学校保健担当者会の開催】
　保健主任､養護教諭等研修会等を開催し、授業や校内研修等でいのちに関する指導が計画的に われるよう指導す
るとともに、資質の向上を図った。
　・市主催研修会
　　保健主任研修会（１回）　市養護教諭研修会（１回）　地域養護教諭研修会（各地域）、　学校保健会
事会（３回）
　・教委育事務所主催研修会（連携）
　　養護教諭研修会（授業を通した研修）（１回）、　地区学校保健 事会・養護教諭部会（３回）

○【 少 の健全育成】
　少 拙導センターでは、各地域における 頭拙導を実施しているほか、県 に基づく有 図 への対応、勦 防
止、 用など、各種の啓発活動などに取り組ん 。・ 用防止に係る啓発を関係団体等と協 し実施した。

28

29

26

27

施策の方向:①　いのちと性を尊重する教育の推進

教職員の性に関する教育の研修の充実

学校保健担当者会の開催

少 の健全育成

小・中学校における性に関する教育の充実（ 科・道徳・保健体育）

事 業 内 容 担 当 課

学校教育課

学校教育課

学校教育課

社会教育課
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1次
評価

2次
評価

－ D

C C

B B

C C

○【「広報ひおき」等の 体を通した性と生 に関する健康と権 （リプロダクティブ・ ルス／ライツ）の啓発】
　第2次日置市男 共 参画基本計画において、性と生 に関する健康と権 （リプロダクティブ・ ルス／ライツ）につ
いての内容を掲載した。また、またこの について普及啓発に関することを 体的施策に掲 た。

○【ライフステージに応じた健康講座】
　命ふれあい体験教室開催数及び受講生徒数（市内小学校：３校150人、市内中学校13校381人）

○【HIV/エイズ、性感染症予防についての啓発】
　県と連携しながら、伊集院駅で、パンフレット配布したり、また、お知らせ 等で、 成29 は、 ２回啓発活動を

った。

30

取

組

状

況

33 健康保険課

31

32

企画課「広報ひおき」等の 体を通した性と生 に関する健康と権 （リプロダクティブ・ ル
ス／ライツ）の啓発

啓発パンフレットの配布

ライフステージに応じた健康講座

企画課

健康保険課

施策の方向:②　性と生 に関する健康と権 （リ クティブ・ ルス ラ ツ）の啓発
事 業 内 容 担 当 課

HIV/エイズ、性感染症予防についての啓発
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1次
評価

2次
評価

B B

－ D

B B

B B

－ C

B B

C C

36

取

組

状

況

企画課

福祉課

「 性に対する をなくす運動」実施期間等における 的な広報啓発

配 者からの の防止及び 者の保護に関する法 など関係法 の広報周
知

関係機関（警察・婦人相談所・児童相談所）との連携強化

に関する相談体制の充実

市営住 の 居についての検討

P Aや地域住 の協 による地域パトロール等安全確保のための地域防犯対策

生・児童委員との連携

38

40

34

35

○【「 性に対する をなくす運動」実施期間等における 的な広報啓発】
　「 性に対する をなくす運動」のポスター、 ラシ、相談 カードを日置市内の有 な機関に配布した。 性センター
においてパープルツリーの設置。市職員向けの掲示 や「日置市 性センター より」に「 性に対する をなくす運動」
の内容を掲示した。

○【関係機関（警察・婦人相談所・児童相談所）との連携強化】
　日置市子ども支援センターにおけるサポート会議や運営委員会などによる関係者の情報交換により各関係各課及び関
係機関の連携を図り、ＤＶや児童虐待等の様々なケースに対応した。

○【P Aや地域住 の協 による地域パトロール等安全確保のための地域防犯対策】
　スクールガードリーダーを中心に，各学校のスクールガード及び防犯ボランティアがＰＴＡが連携を図り，地域ぐるみで児
童生徒の安全確保に努めた。
　Ｈ２９防犯組織
　・スクールガードリーダー（４人）　・スクールガード（１８１人）　・防犯ボランティア（４６人）

39

37

施策の方向:③　児童・ 性に対するあら る の 絶
事 業 内 容 担 当 課

企画課

学校教育課

福祉課

福祉課

建設課・福祉課

11/26



1次
評価

2次
評価

Ａ Ａ

Ａ Ａ

取

組

状

況

○【セクシュアル・ハラスメント防止に向けた学習会・研修会等の開催】
　課 拙拵級 の全職員を対象としたハラスメント研修を実施した。計４回実施する中から 望をとり、より多く参加で
きるように配慮した。

○【教職員の 務規 正確保の 指導】
　 務指導でセクシャル・ハラスメントに関する内容を必 指導すること、校内研修等で 務規 ハンドブックを活用し､勘

な言動等について 体的な指導を うよう指導した。また、各学校には、相談 を必 設置するように指導した。
各学校では「勼 される学校づくり委員会」を設置し、外部からの意 等もいた いた。教育委員会の相談 も各学校
に周知した。
　・拻 職研修会での指導　　校 研修会（５回）　　教頭研修会（４回）
　・　「勼 される学校づくり委員会」モデル校　　 小（Ｈ２９ ３０）　　 小の取組を，拻 職研修会で
介

総務課

施策の方向:④　セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進
事 業 内 容 担 当 課

教職員の 務規 正確保の 指導

41

42 学校教育課

セクシュアル・ハラスメント防止に向けた学習会・研修会等の開催
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【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】
○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

○№2 『 の健全育成』で、『勿 に基づく有害 書への対 』とあるが、現場ではネットを取り巻く環境が
重要視されており、評価の中にネット関係の記述がないが、取り組む必要があるのではないか。

○№36『関係機関（警察・婦人相談所・児童相談所）との連携強化』で、最近、児童虐待の事件等の多発によ
り家庭環境、福祉関連にスポットが当たるようになりました。関係機関との連携の在り方を再考して欲しい。

○№40『 生・児童委員との連携』で、 成27 に市 児 育成会の にＤＶ研修が開催されたが、それ
会等でそのような が出た記 がない。 児 に拘ら 、その 団体や相談機関に対して相談を受けた

際の二次被害防止も含めてＤＶ研修が必要ではないか。

○№40『 生・児童委員との連携』で、福祉課の 評価について、現在ＤＶ相談を受けており、本当に２次被害
や自 も同じ目に合うのではないかと思って、 い。警察、相談員、保健所にも ったが、 拈、当人が心を め
ないと全てが まらない。自 たちの も含めて地域で かしないといけないと思う。

○№40『 生・児童委員との連携』で、№36『関係機関（警察・婦人相談所・児童相談所）との連携強化』の
関係機関とも連携強化すべきである。

○ 上地 の 生委員については、 １ 会を開催しており、ＤＶ等の 件については、みんなに を
して、 し合いをもっている。 評価の基準がよくわからない。 生委員と福祉課の連携はとれていると思う。福祉
課が取り組んでいないということか。

○№41『セクシュアル・ハラスメント防止に向けた学習会・研修会等の開催』で、 研修を ったとあるが、参加
はどうだったのか してほしい。

○№41『セクシュアル・ハラスメント防止に向けた学習会・研修会等の開催』で、直接指揮権を持つ上位者の受講
が必須だと思う。

○地 公 の と支援員が研修の参加対拺だったが、主任は参加できなかった。同じ職場で働いているの
で、主任も参加できるようにして欲しい。

○『いのちと性の尊重』については、現場の人々は大変だと思う。連携をとりながら取り組んでいく必要がある。虐待
を受けている子どもたちの 所者数が なくなってきていると聞くが、まだまだ、 で われているものが、勖に
出てきていないだけかもしれないので、連携が必要ではないか。
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1次
評価

2次
評価

C C

C C

－ C

1次
評価

2次
評価

C C

C C

D D

B B

 【重点課題 】　 策・方拏 への 性の参画支援

施策の方向:②　 性人 の育成と 用

46

47

48

取

組

状

況

43

44

事 業 内 容 担 当 課

総務課

○【 性人 リストの整備】
　 性人 リストの作成にあたり、対象者や活用方法について検討した。

○【市職員の拻 職への 性の登用促進】
　 成29 の 性拻 職の 合は、5 6パーセント（ 性2人/拻 職総数36人　前 と じ）であった。

○【市 性職員の研修機会の充実】
　 部職員育成を目的に む研修に、２人の 性職員が参加した。

担 当 課

登用における慣 の し

委員の男 構成 の状況に関する定期的な調査の実施

企画課

企画課

総務課

○【委員の男 構成 の状況に関する定期的な調査の実施】
　内 からの調査について、市が委嘱している委員全体の男 構成 の調査を実施した。各拥議会等 の男 の構
成 と多様な 場の委員の構成 の分 は実施せ 。
　拥議会等委員への 性委員 24 5 (H30 3 31現 )

取

組

状

況

全課　配慮

全課　配慮

企画課

拥議会・委員会等への 性の登用

事 業 内 容

施策の方向:①　 性の 的な参画促進

45

基本目標Ⅱ　
◆地域共同参画の推進◆

性人 リストの整備

性リーダーの育成

市職員の拻 職への 性の登用促進

市 性職員の研修機会の充実49
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1次
評価

2次
評価

C C

Ａ Ａ

C C

取

組

状

況

施策の方向:③　参画への体制整備

○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

○№47『 性リー ーの育成』で、男 け てなく育成できる人 をま 育てることから めることが大事ではな
いか。

○№4 『市職員の拻 職への 性の 用促進』で、『 成2 の 性拻 職は３パーセントであった。』とあ
るが、この３パーセントの数字について、全体数に対して数字の取り方が変わるので、全体数等がわかるようにして
ほしい。

○№4 『市 性職員の研修機会の充実』で、 験上、各課最上位者の勪 を う研修が、自 と人 の
育成につながる。

○【多様な提案機会の充実】
　ホームページにて、「よくある質問と回答」のページを設け、課ごとに作成し、公表している。

○【まちづくりに関する学習機会の提供】
　第４期地区振興計画の策定　ファシリテーション研修　共生・協働まちづくり研修

【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】

51

52

企画課

総務課

地域づくり課

委員選出方法の整備

多様な提案機会の充実

まちづくりに関する学習機会の提供

50

事 業 内 容 担 当 課
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1次
評価

2次
評価

－ C

－ B

－ C

－ B

－ B

－ B

1次
評価

2次
評価

－ B

－ B

B B

担 当 課

57

58

○【就労に関する情報の提供】
　求人情報（ハローワーク伊集院）について、市のホームページに掲載し、情報の提供を った。

○【商工会 員への 性の登用促進】
　 員への 性登用について、 き勸き商工会へ呼びかけを った。

○【 勩業における男 共 参画の促進】
　家族経営協定 　1家族（ 上地区）　 性 業経営 の育成及び 性 業招業者の育成に向けての研修会
を実施し、啓発活動を った。

61

取

組

状

況

事 業 内 容

施策の方向:①　多様な働き方ができる環境の整備

商工観光課

商工観光課

健康保険課

就労に関する法・制 の周知

 【重点課題 】　男 がともに働きやすい環境整備

施策の方向:②　 性が能 を発揮できる 業の支援

働く 性の健康を するための支援

56

ハローワーク等の就職情報や就業支援に関する情報の提供

事 業 内 容 担 当 課

企画課

商工観光課

商工観光課

商工観光課

商工観光課

○【ハローワーク等の就職情報や就業支援に関する情報の提供】
　求人情報（ハローワーク伊集院）について市のホームページに掲載するとともに、就業支援について関係機関と連携を
図り情報の提供に努めた。

○【働く 性の健康を するための支援】
　乳がん検診920人、子宮がん検診2,673人に実施　子宮頸がん検診(20歳）及び乳がん検診(40歳）の方に、無

クーポン拐を配布し、子宮頸がん検診17人・乳がん検診94人に実施

55

59

53

54

取

組

状

況

勩課

企業における男 共 参画の促進

60

就労に関する情報の提供

育児・介護 業等制 の普及

関連機関（労働局・ハローワーク）との連携

商工会 員への 性の登用促進

勩業における男 共 参画の促進
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【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】
○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

○№53『企業における男 共同参画の促進』で、 評価とあるが、現在市内の企業についてどの 男 共同参
画について しているか勘 である、また、どのような働きかけをしたのかわかりづらい。

○№53『企業における男 共同参画の促進』で、 事業所を直接訪問してP して欲しい。

○№5 『 勩業における男 共同参画の促進』で『家 営 １家 』とあるが、『 性 業 営
の育成 性 業招業者の育成に向けての研修会を実施し、啓発活動を った。』についても、わかりやすく数値化
してほしい。その方が日置市の 勩業の現状についても把握できるのではないか。
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1次
評価

2次
評価

C C

C C

C C

C C

C C

施策の方向:①　地域活動・ボランティア活動への男 共同参画

取

組

状

況

○【コミュニティづくりの推進】
　第４期地区振興計画の策定　ファシリテーション研修　共生・協働まちづくり研修

○【NPO・ボランティア団体との連携】
　高山地区（がんばろう高山）　NPO現状把握

○【高齢者クラブの活用】
92団体、7,485,385円助成。
市高齢者クラブ連合会、各支部、単位高齢者クラブへ助成し、活動を推進させた。
なお、 上支部のは、 性部なし。

○【 生・児童委員の活用】
　定 会の 、連 会、総会、各種研修会実施

62

63

64

65

 【重点課題６】　ともに支え合う地域社会をつくる

66 福祉課

コミュニティづくりの推進

NPO・ボランティア団体との連携

地域活動・ボランティア活動への男性の参加促進

高齢者クラブの活用

生・児童委員の活用

地域づくり課

福祉課

事 業 内 容 担 当 課

地域づくり課

地域づくり課
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1次
評価

2次
評価

C C

－ B

Ａ Ａ

D D

D D

○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

○№63『NPO・ボランティア団体との連携』で、市内のNPO法人の数を把握していないので、勉強していきたい。

○№70『スポーツ推進委員の活用』で、活用機会がないので、職場等へ派遣は可能か。

【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】

○【基本健康診査・各種検診・健康教育の充実】
　胃がん検診2,783人、肺がん検診4,272人、大腸がん検診5,156人、肝炎ウイルス検査312人・骨粗鬆症検診466
人・ 周病検診169人、 部 4,547人、前 がん検診719人、肺がんC 検診216人に実施
　生活習慣病の予防や健康増進に関する各種教室や地域に出向いての健康教育を123回、延べ2,611人に実施

○【スポーツ推進委員の活用】
　スポーツ活動の推進に努めると共に住 の健康増進としての活動として「ソフトバレー大会」の開催、また、各地域運動
会における ス ームの実技指導を うなどスポーツ 事や事業に関しスポーツ振興のための協 を た。

○【コミュニティスポーツクラブの充実】
　コミュニティスポーツクラブの会員増に向けた教室の実施により前 と し 増となっている。コミュニィティスポーツクラブの
活動としては、地域のコミュニティづくりの場として市 の方々に定 し健康づくり、仲間づくりの場となっている。

67 基本健康診査・各種検診・健康教育の充実

69

70

71

健康保険課

健康保険課

学校教育課

社会教育課

社会教育課

取

組

状

況

元気な市 づくり運動の推進

小・中学校の校庭・体育館の開放

スポーツ推進委員の活用

コミュニティスポーツクラブの充実

68

施策の方向:②　心身の健康づくりへの支援
事 業 内 容 担 当 課
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1次
評価

2次
評価

C C

B B

B B

D D

－ B

Ａ A

○【講演会等開催時における託児スペースの確保】
　 成29 に開催した各拥議会等においては、託児等のスペースを設ける必要がなかった。 総合計画拥議会において
は、 し出があれば対応できるように、託児用保育 を予算計上した。男 共 参画推進 会では、開催通知
に託児の有無について記載し予算計上したが、実績はなかった。

○【子育てに関する講座の充実】
市内４地域子育て支援センターと健康保険課の連携による子育てに関する相談活動を った。　子育て関連のイ ント
等参加者：保護者　延べ7,144人　児童　延べ8,352人　育児に関する相談件数：1,188件

○【「おやじの会」の充実】
　父 が家庭での子育てに関わるとともに、地域で協 して子どもを育てるという拹点から、「おやじサミット」を開催するな
ど、父 の自発的な取組への支援やネットワークの構 を った。

○【子ども支援センターの充実】
　アドバイザーを始め、教育相談員、スクールソーシャルワーカー、家庭相談員、保健師、子ども福祉担当者、カウンセラー
が れ れの 場で子どもや にかかわり、相談体制が整ってきた。また、 のケース会議も各課が連携する形で実施し
た。積極的な家庭訪問や幼稚園・学校への訪問等に努め，相談活動の充実が図られた。
　支援のための情報交換の場
　・サポート会議（ 7回　4、5、7、9、11、1、3 ）　・ケース会議（必要に応じて ）

73

74

75

72

取

組

状

況

社会教育課

福祉課・健康保
険課

学校教育課・福祉
課・健康保険課

講演会等開催時における託児スペースの確保

子育てに関する講座の充実

地域子育て支援拠点事業の充実

「おやじの会」の充実

子育てに関する情報提供及び相談機能の充実

子ども支援センターの充実

76

77

施策の方向:①　地域における子育て支援の充実

 【重点課題７】　子育て支援の充実及び高齢者等が安心して暮らせる環境づくり

事 業 内 容 担 当 課

全課　配慮

福祉課

福祉課
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1次
評価

2次
評価

D D

E E

C C

D D

C C

80

81

【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】
○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

○№75『「おやじの会」の充実』で、この会自体が負担になっている父親もいると聞いており、おやじの会の趣旨を再
する必要があるのではないか。

福祉課

福祉アドバイザー活動促進事業の充実

○【 福祉アドバイザー活動促進事業の充実】
　委嘱者数251人（全178自治会すべて）

○【ふれあい・いきいきサロンの充実】
　助成団体数119

○【高齢者の相談事業の充実】
　総合相談事業を地域 支援センター及び市内４ 所の 介護支援センターにおいて実施（計1185人）した。
相談内容に した対応とともにサー ス は制 に関する情報提供、関係機関の 介等を った。
　介護相談員が、介護サー ス事業所等に出向き、 用者の介護サー スに係る相談等を受け（624件）、事業所等
との連携を図った。(介護相談員派遣等事業)

○【介護予防に関する健康教室等の充実】
　一 介護予防事業、健康教育、健康相談、講演会等の取り組みや元気 アップ・ポイント事業等を通じて、介護予防
に関する活動の普及・啓発や、地域活動組織への育成・支援を った。（ ち ん広場92か所 ち上 、サロン活動拙
助119団体、ボランティア登録者83人　）各地域の保健推進員研修会で講師を招きロコモ研修を開催。元気まつりで
普及啓発を兼ねた体験コーナーを設置。

福祉課・介護保
険課

福祉課

介護保険課・健
康保険課

ふれあい・いきいきサロンの充実

高齢者の相談事業の充実

高齢者の居住環境整備の支援

介護予防に関する健康教室等の充実

取

組

状

況

79

82

福祉課

施策の方向:②　高齢者の 護支援体制の充実及び自 を支える環境の充実

78

事 業 内 容 担 当 課
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1次
評価

2次
評価

C C

C C

C C

B B

Ａ A

○【外国語指導助手（A ）・国 交 員（CI ）の活用】
　（企画課）
　小、中学校や地区公 館等からの国 交 員の派遣 による文化 介、中 公 館講座の語学・文化講座の開
設を通して、市 の国 解を深めた。（H29 実績：派遣 べ回数　小・中学校外112回　 の （市外を
む）14回）
　（学校教育課）
　総合的な学習の時間における「国 解」の時間や，中学校の 語教科，小学校の外国語活動において，Ａ Ｔ
（4人）や を積極的に活用させることで、 文化 解を深めることができた。
　Ａ Ｔの派遣　４人　各小中学校へ 間１ ８日

○【日本の文化や歴史についての学習機会の提供】
　総合的な学習の時間における「国 解」の時間や，中学校の 語教科，小学校の外国語活動において，Ａ Ｔ
（4人）や を積極的に活用させることで、 文化 解を深めることができた。
　Ａ Ｔの派遣　４人　各小中学校へ 間１ ８日

 【重点課題 】　国際化に対 した男 共同参画の推進

84

83

85

企画課国 交 事業の推進（ 文化体験機会）

事 業 内 容

87

施策の方向:①　国際 ・ ・ の推進

取

組

状

況

86

企画課

企画課

企画課・学校教
育課

学校教育課・社
会教育課

国 交 団体との連携

国 解のための講座の開催

外国語指導助手（A ）・国 交 員（CI ）の活用

日本の文化や歴史についての学習機会の提供

担 当 課
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1次
評価

2次
評価

B B

○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

施策の方向:②　外国の方々とともに暮らせるまちづくり
担 当 課

○【外国語による生活情報の提供、相談などの支援】
　日置市外国人生活ガイドブック（ 語、 国語、中国語、 レー語）を作成して市 生活課、各支所市 課、地域
振興課へ配付した。外国人が相談に勵庁された は、国 交 員と連携し、 語・ 国語・ レーシア語での情報提供
や相談業務を える体制を整えた。

【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】

88

事 業 内 容

取

組

状

況

企画課外国語による生活情報の提供、相談などの支援
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1次
評価

2次
評価

Ａ A

Ａ A

1次
評価

2次
評価

B B

B B

C C

C C

 重点課題 　市 と の共生 働体制を充実・強化する

○【情報の公開】
　ホームページ 作研修を い、 がい者等に配慮した 集の 方を各課職員に指導した。また、ホームページでの情報
の公開の拡大を呼び掛けた。

○【パブリックコメントの整備・促進】
　３件のパブリックコメントを実施し、うち１件について３件の意 があった。ホームページ、自治会文 にて周知を ってい
る。

基本目標Ⅲ　
◆計画推進体制の整備◆

企画課

企画課

企画課

社会教育課・企
画課

関係機関との連携

94

施策の方向:①　情報公開の推進

施策の方向:②　総合的な推進体制の整備

情報の公開

パブリックコメントの整備・促進

職員アンケートの実施

性団体のネットワークづくり

取

組

状

況

91

92

事 業 内 容 担 当 課

総務課89

90

取

組

状

況

○【 性団体のネットワークづくり】
　（企画課）
　 性団体のネットワークづくり： 上地域 性ふれあい大会へ参加し、交 を った。
　(社会教育課）
　 性大会や 性団体等の各種研修会に、男 共 参画の拹点に ったハラスメント・DV等の学習内容を取り れ
た。

93

事 業 内 容 担 当 課

職員研修の充実

総務課
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1次
評価

2次
評価

C C

－ D

B B

1次
評価

2次
評価

B B

【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】

○【男 共 参画 （ ）の制定に向けた調査・研究】
　 整備に向けた研究等について、第2次基本計画の中に掲 た。また、情報 集を実施した。

○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

96

施策の方向:③　チェック機能の充実

施策の方向:④　男 共同参画 （ ）の整備

企画課男 共 参画 （ ）の制定に向けた調査・研究

○【市 意 調査の実施】
　市 意 調査の に基づいた、男 共 参画２次基本計画を作成した。

95 企画課

企画課

企画課

全庁的な取り組み体制の整備・充実

市 意 調査の実施

男 共 参画推進 会での ック機能の充実

事 業 内 容 担 当 課

事 業 内 容 担 当 課

97

98

取

組

状

況

取

組

状

況
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1次
評価

2次
評価

B B

1次
評価

2次
評価

B B

B B

Ａ A

B B

B B

○評価をする際は、前 、総数や対拺者数などできるだけ数値化してほしい。

取

組

状

況

○【 性総合相談の設置】
　 性センターを活用した、日常生活における多様な内容の相談の実施

○【人権相談の実施】
　計画のとおり 1回い れかの地域において人権相談を実施し、市 への事前周知も った。

○【健康相談の実施】
　生活習慣病の予防や健康増進に関する相談事業を265回、延べ766人に実施

【日置市男 共同参画推進 会からの勪 】

 重点課題10　活動拠点を整備・充実する

103

取

組

状

況

○【地区公 館等の活用】
　地区公 館等において、男 共 参画に関する資 の提供や出前講座により意 啓発を った。（2回）

事 業 内 容 担 当 課

施策の方向:①　既存施設の活用

企画課地区公 館等の活用

健康相談の実施

子育てに関する相談活動の充実

担 当 課

104

99

100

101

102

事 業 内 容

施策の方向:②　相談体制の充実

企画課

企画課

市 生活課

健康保険課

健康保険課・福
祉課

性総合相談の設置

相談活動における各課との連携

人権相談の実施
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